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はじめに

最大500台の受信機に対応！

│主な特長│

ご利用の前に❶

リプライコールPCは、ハンディサイズの受信機をPC／タブレットを活用して簡単に呼び出せるコードレス呼び出しシステムです。
受信機には2画面の液晶が付いているので、呼び出しだけでなく、簡単な指示も送ることができます。
従来のリプライコールを上回る高機能&高操作性を実現しています。

１台のリプライコールPCが対応可能な受信機数は、最大500台！ 業務の可能性を大きく拡げるパワフル設計です。
またPC側で255の登録コード※の管理に対応。受信機へワンタッチで登録コードを送信できます。

受信機への呼び出しが無事届いたかを、PCで確認可能！
送信した登録コードが受信機に届いたか、受信者が受信を確認したかをPCの画面上で確認できます。
送信エラー（圏外や充電切れ）の場合は×と表示されるほか、簡単操作で再呼び出しも可能です。

受信機に登録コードを表示。呼ばれている場所を一目で確認！
受信機が呼び出しを受けると、表示窓に登録コードが表示され、どこから呼び出しされているのか一目で把握できます。
また受信LED・チャイム音・バイブレーションなどで通知できるので、見逃す心配もありません。

アプリダウンロード
リプライコールPCのご利用には専用アプリが必要です。
下記URLよりダウンロードし、ご利用のPC／タブレットにインストールしてご利用ください。
使用できる環境はP13「動作環境」をご覧ください。

ダウンロードしたzipファイルを解凍後、
フォルダ内の「ReplyCall PCインストール
手順」というPDFファイルをご確認の上、指
示に従ってインストールしてください。

検索リプライコールPC　アプリダウンロード

URL：http://echo5555.co.jp/lineup/reply_pc/dl.html
または

※0１～FFまでの英数字の組み合わせ。事前に「A1＝本部」「35＝北側搬出口」など設定しておくことで、業務を円滑に行えます。
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ご利用の前に❷

圏外表示機能を有効（工場出荷時は有効）にしている場合は、
表示窓の右下にドットランプが点滅（約10秒間隔）します。
10秒ごとに圏内確認送信を自動で行います。
詳しくはP6をご覧ください。

●充電中は受信機の状況表示LEDが緑色に点灯します。
●受信機のバッテリー残量が少なくなると、電池残量表示LEDが点滅します。その場合には速やかに充電してください。
　また電池残量が十分でないと、誤作動の恐れがあります。
●フル充電の数分前に受信機の状況表示LEDがゆっくり点滅し、その後消灯します。

PCに送信機を接続する
リプライコールPCは、専用アプリをインストールしたPC／タブレットと送信機をUSBケーブルで接続して使用します。

※送信機ファームウェア番号は、将来のバージョンアップの際に確認用として使用するものです。通常のご使用時には特に意識する必要はありません。

1 PCにUSBケーブルを接続します。

2 PCに接続したUSBケーブルを送信機に接続します。

3 送信機に自動的に電源が入ります。

受信機を充電する
受信機は充電してご利用いただけます。
最大ご利用可能時間は約３０時間で、フル充電には約6時間必要です。

1 充電器に
ACアダプタを
接続します。

2 ACアダプタを
コンセントに
差し込みます。

3 充電器の電源スイッチを
押します。

4 受信機を充電器の
受信機差込口に
セットします。

このとき番号表示窓には下記が順番に表示されます。

①送信機ファームウェア番号※
　（黄色表示）

②送信機に設定された
　チャンネル番号（赤色表示）

▶ ▶

③待機画面（赤色表示）

【ご注意】●充電器は約５秒以内の瞬間停電には復帰対応します。しかし、停電時間がそれ以上の場合は電源がOFFになります。
●送信機・受信機・充電器を高温／低温の場所での設置またはご使用は避けてください。動作不良や誤作動の原因になります。
　使用推奨温度：約5℃～45℃（中継機を含む）
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製品紹介❶

各部の名称／機能

ロッドアンテナを装備。角度調整も行えます。
アンテナ

EXITボタン

リプライコールPCでは使用しません。
ACアダプタ接続口

登録したコードの一覧が
表示されます。
受信機に表示するコードを
選ぶ際に使用します。

登録コード一覧

【アプリの終了方法】

この辺を
「タップ」

呼び出したい受信機の番号を
入力する際に使用します。

10キー（0～9）
誤って入力した呼び出し番号を
１桁消去する際に使用します。

クリアキー

10キーで入力した受信機番号を
呼び出す際に使用します。

コールキー（呼び出しキー）

これまでに呼び出した受信機番号とその
結果の履歴が、上から順に表示されます。

通信履歴

送信機からの呼び出しを無事に受信し、
「確認」ボタンが押された受信機のみを
表示します。

呼び出し完了のみ表示

送信機からの呼び出しを無事に受信した
受信機のみを表示します。

受信機受信済みのみ表示

誤って入力した呼び出し番号を
全て消去する際に使用します。

オールクリアキー（ACキー）

各種設定の際に使用します。
登録コードの設定もこちらで行います。

設定ボタン
10キーで入力した
数字を表示します。

送信先表示画面

リプライコールPCでは使用しません。
電源スイッチ

リプライコールPCでは使用しません。
コールキー（呼び出しキー）

リプライコールPCでは
使用しません。

10キー（0～9）
呼び出したい受信機の
設定番号を表示します。

受信表示窓
リプライコールPCでは使用しません。
オールクリアキー（ACキー）

リプライコールPCでは使用しません。
クリアキー

送信機

専用
アプリ
画面

ウィンドウ表示の場合…ウインドウ右上の「閉じるボタン」
全画面表示の場合 ……ディスプレイ右上にカーソルを移動すると

表示される「EXITボタン」

■PCをご利用の場合
画面右上をタップするとアプリが終了します。
■タブレットをご利用の場合
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製品紹介❷

中継機は「リプライコール」と同じ製品です。
詳しくは、「リプライコール 中継機 取扱説明書」をご覧ください。

受信機を設置すると
充電を開始します。

受信機差込口

ACアダプタを接続して使用します。
ACアダプタ接続口

電源ON／OFFが行えます。
電源スイッチ

お手入れしやすいよう、
ワンタッチで取り外しできます。

充電器収納スペース

充電器

中継機

充電器のお手入れ方法

1 受信機収納スペースの
ロックを外す

受信機収納スペース横のロックを
「OPEN」の位置までスライドさせ、
ロックを外します。

2 受信機収納スペースを
取り外す

受信機収納スペースを持ち上げて、
充電器本体から取り外します。

3 汚れを拭き取る

充電器本体に記された矢印の方向に
従って、柔らかい乾いた布などで汚れを
拭き取ってください。

受信機収納スペースにホコリなどが溜まると、充電不良の原因となることがあります。
お手数ですが、定期的に清掃することをおすすめします。

【ご注意】●必ず矢印の方向に従って拭き取りを行ってください。方向を間違えると充電端子を傷めることがあります。
●濡れたタオルや雑巾などで拭かないでください。水分が故障の原因となることがあります。

画像は10台用です。5台用もご用意しています。

呼び出しや充電中などの状況を表示します。

（裏面）

状況表示LED
携帯電話用のストラップが
取り付けられます。

ストラップホール

受信機が圏外になった場合に
点滅します。

圏外表示LED

登録コード番号を表示します。
番号表示窓

電池の残量を表示します。
LEDが点滅した場合は速やかに充電してください。

電池残量表示LED

呼び出しチャイム音やバイブレーションを停止すると
同時に、送信機へ受信完了の信号を送信します。
また、長押し（3秒程度）で電源OFF、短押しで電源ONになります。

確認ボタン

呼び出しチャイム音が鳴ります。
スピーカー（内蔵）

呼び出しをバイブレーションでお知らせします。
バイブレーションモーター（内蔵）

受信機

❹
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基本操作

1 受信機を配布

設定された受信機番号をご確
認のうえ、呼び出したい方へ受
信機をお渡しします。

2 呼び出し

下記の３つの動作で受信機を
呼び出します。

3 受信

受信機は受信LED・チャイム音・
バイブレーションで呼び出しを
通知。無事呼び出しが届いた場
合は、PC画面の表示が　（呼
び出し中）から　（受信機受信）
に変わります。

4 確認～呼び出し完了

受信機の確認ボタンを押すと、
通知動作を停止。同時にPCへ
確認完了の信号が送信され、
PCの画面表示が　（受信機受
信）から　（呼び出し完了）に変
わります。

①あらかじめ登録しておいた登
　録コードを「登録コード一覧」
　から選択
②10キーで受信機番号を入力
③コールキーをクリック

通信履歴に表示された呼び出しと
同じ呼び出しを行う場合は、
簡単操作で再送することができます。

使用方法

▶呼び出しの流れ

便利な使い方

圏外表示機能
（受信機）

受信機は、呼び出された登録コード番号を５件までメモリ内に記録しています。
複数の送信機から呼び出された場合でも、呼び出された順に対応することが可能です。

▶送信機からの呼び出し履歴を確認する

受信機・送信機ともに、圏外時には通信ができないことを自動で知らせる機能が搭載されています。

受信機が送信機の定期送信※を一定時間受信しなかった場合、圏外（受信可能エリア外）に受信機があることを
異常時動作で所持者に知らせる機能のこと。

▶受信機の「圏外表示機能」と送信機の「圏外探知機能」

①
②

③

【簡単再送】

PC画面の通信履歴では、
呼び出した結果をアイコン
で表示します。それぞれの
意味は右記の通りです。

通信状況を
アイコンで表示

呼び出し中

受信機受信

呼び出し完了

通信エラー
1 呼び出したい履歴をダブルクリック
2コールボタンを押す

1 確認ボタンを２回早押しします。
2 最後に呼び出された登録コード番号が点滅表示されます。
3 点滅表示中に確認ボタンを短押しすると、呼び出された送信機番号を５件まで表示します。
確認ボタンを長押しすることで、番号表示をOFFにできます。

※呼び出しを行っていないときでも確認のため、一定の間隔で電波を自動送信する機能（設定はP6）。

圏外検知機能
（送信機）

送信機が呼び出しを行った際に、「受信タイムアウト時間※」を過ぎてしまった場合に
呼び出しの失敗を異常時動作で知らせる機能のこと。
※受信機は呼び出されると同時に受信確認信号を送信機へ返信しますが、その確認信号が送信機に届かず、
　圏外探知機能が作動するまでの時間。

【ご注意】記録した呼び出し履歴は、受信機を充電器にセットした時に消去されます。

TO P I C S！
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チャンネル番号の設定

設定方法  送信機を設定する

1ビスを外して
裏板を外します。

2 下記の一覧表に従い
チャンネル番号を
ディップスイッチ
（SW2）で設定します。
設定を有効にするた
めに、リセットボタンを
押します。

3 工場出荷時に送信機の裏側に、
現在のチャンネルを表す
シールが貼ってあります。
このままお使いの場合は、
受信機チャンネルも
同じ番号に設定してください
（設定はP9）。

送信機のチャンネルは１～１０の中から自由に設定／変更することができます。

定期送信機能の有効／無効の設定
呼び出しを行っていないときでも、受信機が受信できる環境であるかを確認するために、
定期的に送信を行う定期送信機能の有効／無効を設定できます。

SW2の１～５にはそれぞれ①・②・④・⑧・⑯の数字が割り当てられており、
ONにしたスイッチの“和”が設定番号になります。

ON
OFF

1 2 3

1チャンネル

4 5

ON
OFF

1 2 3

2チャンネル

4 5

ON
OFF

1 2 3

3チャンネル

4 5

ON
OFF

1 2 3

4チャンネル

4 5

ON
OFF

1 2 3

5チャンネル

4 5

ON
OFF

1 2 3

6チャンネル

4 5

ON
OFF

1 2 3

7チャンネル

4 5

ON
OFF

1 2 3

8チャンネル

4 5

ON
OFF

1 2 3

9チャンネル

4 5

ON
OFF

1 2 3

10チャンネル

4 5

1

ON

OFF

2 3 4 5
①②④⑧⑯

SW2
ON

OFF

ON

OFF

8

SW2
ON

OFF

【一覧表】

設定はディップスイッチにて行います。設定の際にはスイッチを間違えないようにご注意ください。

1ビスを外して裏板を外します。
2 有効／無効をディップスイッチ（SW2）で設定します。
3 工場出荷時には有効に設定されています。必要に応じて設定を変更してください。

定期送信の送信間隔の設定
呼び出しを行っていないときでも、受信機が受信できる環境であるかを確認するために、
定期的に送信を行う定期送信機能の送信間隔を設定できます。

1ビスを外して裏板を外します。
2 送信間隔をディップスイッチ（SW３）で設定します。
3 工場出荷時には定期送信の送信間隔短（10秒）に設定されています。
必要に応じて設定を変更してください。

ON

OFF
8

ON

OFF
8

有効 無効

ON

OFF

7

SW3
ON

OFF

ON

OFF
7

ON

OFF
7

間隔長 20秒 間隔短 10秒

【ご注意】変更した設定を有効にするために必ずリセットボタンを押してください。

スイッチが上がった状態。設定が有効（ON）になります。
ON

OFF

【ご注意】変更した設定を有効にするために必ずリセットボタンを押してください。

スイッチが上がった状態。設定が有効（ON）になります。
ON

OFF

リセットボタン
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PCに送信機を接続する

設定方法  アプリを設定する

1 お手持ちのPCに送信機を接続します。

1 アプリを立ち上げ
「設定ボタン」を
クリックします。

2 設定画面から
「送信コード」タブを
クリックします。

3「追加ボタン」を
クリックします。

4 送信コード編集画面で
「コード（お好きな番号）」と
「内容（場所や人名など）」
を登録してください。

2 アプリを立ち上げ「設定ボタン」を
クリックし、「動作設定」タブ内の
「接続COMポート再取得」を
クリックします。

3「接続COMポート」タブに表示されたCOMポートの中から
ひとつ選択し、「COM接続テスト」をクリックします。

送信機は、お手持ちのPCにUSBコードで接続して使用します。
送信機を接続後、お手持ちのPCと適合するCOMポートに設定してください。
設定はPCで行います。

登録コードを設定する
登録コードは、呼び出しをした際に受信機に表示されるコードです。
簡単な動作で受信機側に要件を伝えるために必要です。設定はPCで行います。

「設定ボタン」、「送信コード」タブを順次クリックし、既に登録された送信コードをダブルクリック
してください。表示される編集画面で作業を行ってください。

【既に登録されたコードを編集・更新・削除する場合】

接続の確認を知らせる
ウインドウが表れます。

【接続できた場合】

3の手順に戻り、別のCOMポートを
選択し直し、「COM接続テスト」を
繰り返してください。

上記の方法でCOMポートに接続できない場合は、アプリをダウンロード
した際のzipファイルに同梱されている「Reply Call PC インストール手
順.pdf」を再度ご確認ください。

【接続できない場合】

❼



1 動作設定タブ内の「応答待ち時間」をクリック。

2ご希望の秒数を「5秒、10秒、15秒、30秒」の中から選びます。

応答待ち時間を設定する
受信機を呼び出して（PCのコールボタンをクリックして）から、
呼出応答※が送られるまでの時間を変更します。初期設定では「５秒」に設定されています。

アプリの「設定」にある「動作設定」にはその他にも便利な機能が充実しています。ご利用の環境に合わせて設定してください。

※受信機に送信機からの電波が届いたときに、自動で発信される応答

【ご注意】この設定は一度アプリを閉じて、再起動した際に反映されます。

1 動作設定タブ内の「再送回数」をクリック。

2ご希望の回数を「再送しない、1回、2回、3回」の中から選びます。

再送回数を設定する
応答待ち時間まで待っても呼出応答が返ってこないときに、再送する回数を変更します。
初期設定では「再送しない」に設定されています。

1 動作設定タブ内の「動作モード」をクリック。

2ご希望の表示方法を「全画面表示、ウインドウ表示」の中から選びます。

動作モードを設定する
アプリをスクリーン全画面で表示するか、ウインドウとして表示するかを選べます。
アプリ以外にもPCを使用する場合は、「ウインドウ表示」が便利です。
初期設定では「全画面表示」に設定されています。

1 動作設定タブ内の「確認メッセージ」をクリック。

2 表示の有無を「送信前に確認メッセージを表示しない、
送信前に確認メッセージを表示する」のいずれかから選びます。

確認メッセージの有無を設定する
コールボタンをクリックする前に表示される、確認メッセージの有無を設定できます。
初期設定では「送信前に確認メッセージを表示しない」に設定されています。

ローカル／リモートを設定する（オプション）
通常は「ローカル(シリアル)からのみ送信する」を選択してください。
「リモート」は、離れた場所のPCに接続された送信機をリモート操作するときに選択します。
ご希望の方は別途、「リプライコールPCリモート」のインストールが必要になりますので、
販売店へお問い合わせください。

1 動作設定タブ内の「画面の大きさ」をクリック。

「自動」・・・スクリーンの解像度を読み取って、適切な大きさに自動で調整します。
「大」 ・・・1920×1080ピクセルで表示します
「中」 ・・・1366×768ピクセルで表示します
「小」 ・・・960×540ピクセルで表示します

2ご希望の表示サイズを「自動、大、中、小」の中から選びます。

画面の大きさを設定する
アプリが表示される画面の大きさを４つの種類から選択できます。初期設定では「自動」に設定されています。

【ご注意】この設定は一度アプリを閉じて、再起動した際に反映されます。

設定方法  アプリのその他の設定
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チャンネル番号の設定

設定方法  受信機を設定する

1ビスを外して
裏板を外します。

2 下記の一覧表に従い
チャンネル番号を
ディップスイッチ（SW2）で
設定します。
設定を有効にするために、
リセットボタンを押します。

1ビスを外して裏板を外します。

2 P12の「設定一覧表」内の設定番号に従い
十の位と一の位それぞれに
下記の「設定簡易コード」を
ディップスイッチで設定します。

3 工場出荷時には
「1チャンネル」に設定されています。
必要に応じて設定を変更してください。

受信機のチャンネルは1～20の中から設定／変更することができます。ただし1chと11ch、5chと15chのように下一桁が同じ数字のチャ
ンネルは対になっており、1chや5chの一桁のチャンネルは１～250台目の受信機を、11chや15chの二桁は251～500台目の受信機を
設定する際に使用します。設定はディップスイッチにて行います。設定の際にはスイッチの操作を間違えないようにご注意ください。

受信機番号の設定
受信機番号は1～500（251～500は２チャンネル目を使用）まで自由に設定／変更することができます。設定は下記の0～Fのコードの
組み合わせで、ディップスイッチにて行います。設定の際にはスイッチの操作を間違えないようにご注意ください。

※500台以上の受信機を使用する場合や混線が疑われる場合を除いて、通常はチャンネルを変更する必要はありません。

※受信機のチャンネル番号は、送信機のチャンネル
　番号と同じに設定する必要があります。

SW2の１～５にはそれぞれ①・②・④・⑧・⑯の数字が割り当てられており、
ONにしたスイッチの“和”が設定番号になります。

１～４、５～８にはそれぞれ①・②・④・⑧の数字が
割り当てられており、ONにしたスイッチの“和”が
各位の設定番号になります。※詳しくはP10の設定例をご覧ください。

【ご注意】変更した設定を有効にするために必ずリセットボタンを押してください。
【ご注意】同じ受信機番号を2台以上の受信機に設定するとトラブルの原因となります。同じ番号を設定しないようにしてください。

ON
OFF

1 2 3
1～250 251～500

1チャンネル

4 5

ON
OFF

1 2 3

11チャンネル

4 5

ON
OFF

1 2 3
1～250 251～500

2チャンネル

4 5

ON
OFF

1 2 3

12チャンネル

4 5

ON
OFF

1 2 3
1～250 251～500

3チャンネル

4 5

ON
OFF

1 2 3

13チャンネル

4 5

ON
OFF

1 2 3
1～250 251～500

4チャンネル

4 5

ON
OFF

1 2 3

14チャンネル

4 5

ON
OFF

1 2 3
1～250 251～500

5チャンネル

4 5

ON
OFF

1 2 3

15チャンネル

4 5

ON
OFF

1 2 3
1～250 251～500

6チャンネル

4 5

ON
OFF

1 2 3

16チャンネル

4 5

ON
OFF

1 2 3
1～250 251～500

7チャンネル

4 5

ON
OFF

1 2 3

17チャンネル

4 5

ON
OFF

1 2 3
1～250 251～500

8チャンネル

4 5

ON
OFF

1 2 3

18チャンネル

4 5

ON
OFF

1 2 3
1～250 251～500

9チャンネル

4 5

ON
OFF

1 2 3

19チャンネル

4 5

ON
OFF

1 2 3
1～250 251～500

10チャンネル

4 5

ON
OFF

1 2 3

20チャンネル

4 5

1 2 3 4 5
①②④⑧⑯

SW2

OFF

ONON

OFF

1 2 3 4 5 6 7 8
①②④⑧①②④⑧

SW1
ON

OFF

ON

OFF

一の位 十の位

ON

OFF

コード： 0
ON

OFF

コード： 1
ON

OFF

コード： 2
ON

OFF

コード： 3
ON

OFF

コード： 4
ON

OFF

コード： 5
ON

OFF

コード： 6
ON

OFF

コード： 7

ON

OFF

コード： 8
ON

OFF

コード： 9
ON

OFF

コード： A
ON

OFF

コード： b
ON

OFF

コード： C
ON

OFF

コード： d
ON

OFF

コード： E
ON

OFF

コード： F

【設定簡易コード】

【一覧表】

①
すべてOFF コード：1＝① コード：2＝② コード：3＝①＋② コード：4＝④ コード：5＝①＋④ コード：6＝②＋④ コード：7＝①＋②＋④

②④⑧

①
コード：8＝⑧

②④⑧

①②④⑧

コード：9＝①＋⑧
①②④⑧

①②④⑧

コード：A（10）＝②＋⑧
①②④⑧

①②④⑧

コード：b（11）＝①＋②＋⑧
①②④⑧

①②④⑧

コード：C（12）＝④＋⑧
①②④⑧

①②④⑧

コード：d（13）＝①＋④＋⑧
①②④⑧

①②④⑧ ①②④⑧

コード：E（14）＝②＋④＋⑧ コード：F（15）＝①＋②＋④＋⑧
①②④⑧ ①②④⑧

リセットボタン

リセットボタン

❾



設定例

1 送信機のチャンネル番号を確認（P6参照）し、
同じチャンネル番号に設定します（P9参照）。

2 設定一覧表（P12参照）から、3番に対応する設定番号を探します。
3番は「十の位が0、一の位が3」となっています。

4 設定を有効にするために、リセットボタンを押します。

3 設定簡易コードから「0」と「3」に当てはまるコードを、
ディップスイッチ（SW1）で設定します。

※受信機番号250以上を設定する場合は、P9の受信機のチャンネル設定を参考に、
　プラス10チャンネルにする必要があります。

※177番と同じ設定内容です。チャンネル番号のみ、プラス10チャンネルにしてください。

SW1

一の位 十の位

ON

OFF

1 2 3

コード： 3 コード： 0

4 5 6 7 8

▶受信機番号3を設定する場合

1 送信機のチャンネル番号を確認（P6参照）し、
同じチャンネル番号に設定します（P9参照）。

2 設定一覧表（P12参照）から、25番に対応する設定番号を探します。
25番は「十の位が1、一の位が9」となっています。

4 設定を有効にするために、リセットボタンを押します。

3 設定簡易コードから「1」と「9」に当てはまるコードを、
ディップスイッチ（SW1）で設定します。

4 設定を有効にするために、リセットボタンを押します。

SW1

ON

OFF

1 2 3

コード： 9 コード： 1

4 5 6 7 8

▶受信機番号25を設定する場合

1 送信機のチャンネル番号を確認（P6参照）し、
送信機のプラス10チャンネルに設定します（P9参照）。

2 設定一覧表（P12参照）から、427番に対応する設定番号を探します。
427番は「十の位がｂ、一の位が1」となっています。

3 設定簡易コードから「ｂ」と「1」に当てはまるコードを、
ディップスイッチ（SW1）で設定します。

SW1

ON

OFF

1 2 3

コード： 1 コード： b

4 5 6 7 8

▶受信機番号427を設定する場合

設定番号の不明点がありましたら、販売店までお問い合わせください。

3

25

427

①②④⑧①②④⑧

一の位 十の位

①②④⑧①②④⑧

一の位 十の位

①②④⑧①②④⑧

一の位、十の位ともに、割り当てられた数字（○で
囲んだ数字）の“和”が各位の設定番号になります。

一の位、十の位ともに、割り当てられた数字（○で
囲んだ数字）の“和”が各位の設定番号になります。

一の位、十の位ともに、割り当てられた数字（○で
囲んだ数字）の“和”が各位の設定番号になります。

設定方法  受信機を設定する
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チャイム音およびバイブレーション機能の有効／無効の設定
受信機のチャイム音およびバイブレーション機能を有効／無効に設定することができます。

1ビスを外して裏板を外します。

2 チャイム音およびバイブレーションの有効／無効を
ディップスイッチ（SW2）で設定します。

3 工場出荷時には、チャイム音・バイブレーション共に「有効」に
設定されています。必要に応じて設定を変更してください。

6 7

SW2 リセットボタン

リセットボタン

リセットボタン

リセットボタン

ON

OFF

ON

OFF

ON

OFF
6 7

有効 チャイム音

有効 バイブレーション
機能

チャイム音

バイブレーション
機能

チャイム音

バイブレーション
機能

チャイム音

バイブレーション
機能

ON

OFF
6 7

ON

OFF
6 7

ON

OFF
6 7

有効

無効

無効 無効

無効有効

圏外表示機能の有効／無効の設定
受信機の圏外表示機能を有効／無効に設定することができます。

1ビスを外して裏板を外します。

2 圏外表示機能の有効／無効をディップスイッチ（SW2）で設定します。

3 工場出荷時には、「有効」に設定されています。必要に応じて設定を変更してください。

8

SW2
ON

OFF

ON

OFF

ON

OFF
8

ON

OFF
8

有効

有効

無効

無効

チャイム音量の大／小の設定
受信機のチャイム音量の設定ができます。

1ビスを外して裏板を外します。

2 チャイム音量の大／小をディップスイッチ（SW3）で設定します。

3 工場出荷時には、「大」に設定されています。必要に応じて設定を変更してください。

1

SW3

ON

OFF
1

ON

OFF
1

大チャイム音量 チャイム音量 小

呼び出し完了　 表示の有効／無効設定
PCの画面表示に　（呼び出し完了）を表示する有効／無効を設定できます。
※詳しくはP5「呼び出しの流れ④へ」

1ビスを外して裏板を外します。

2 　（呼び出し完了）表示の有効／無効をディップスイッチ（SW3）で設定します。

3 工場出荷時には、「有効」に設定されています。必要に応じて設定を変更してください。

2

SW3

4

SW3 リセットボタン

ON

OFF
1

ON

OFF
1

設定はディップスイッチにて行います。設定の際にはスイッチの操作を間違えないようにご注意ください。

【初期設定】

ON

OFF
4

SW3の「４」は、
リプライコールPCでは使用しません。
必ず初期設定のままにしておいてください。

重要

設定方法  受信機のその他の設定

ON

OFF

ON

OFF

ON

OFF

ON

OFF

ON

OFF

ON

OFF

【ご注意】変更した設定を有効にするために必ずリセットボタンを押してください。

スイッチが上がった状態。設定が有効（ON）になります。
ON

OFF

【ご注意】変更した設定を有効にするために必ずリセットボタンを押してください。

スイッチが上がった状態。設定が有効（ON）になります。
ON

OFF

【ご注意】変更した設定を有効にするために必ずリセットボタンを押してください。

スイッチが上がった状態。設定が有効（ON）になります。
ON

OFF

【ご注意】変更した設定を有効にするために必ずリセットボタンを押してください。

スイッチが上がった状態。設定が有効（ON）になります。
ON

OFF
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受信機番号  設定一覧表
受信機番号の設定は、SW1の１～4桁目を「一の位」、5～8桁目を「十の位」とし、その組み合わせで設定します。
250台以上の受信機をご利用の場合は、1～250台までを1ｃｈ、251～500台までは11ｃｈとしてご利用ください。

（250台以上登録する場合は、プラス10チャンネルしてください。例.2chを使用している場合は12chとなります。）

※詳しい設定方法については、P9をご覧ください。 
※設定番号の十の位と一の位の位置は反対になっていますので、ご注意ください。

設定一覧表
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動作環境／仕様

送信機

受信機

充電器

中継機

サイズ 170（W）×85（D）×40（H）mm

電源 USB供給
周波数 426.025～426.1375MHz 特定小電力
チャンネル 10チャンネル
到達距離 約100m
消費電力 約3W（ピーク時）

重量 約200ｇ

型式

ソフトウエア （32bit）

コンピューター 上記OSが動作するコンピューター

ハードウェア 15MB 以上の空き領域が必要

Windows 10
Windows 8.1
Windows 8
Windows 7

32bit 日本語版
32bit 日本語版
32bit 日本語版
32bit 日本語版

（64bit）Windows 10
Windows 8.1
Windows 8
Windows 7

64bit 日本語版
64bit 日本語版
64bit 日本語版
64bit 日本語版

【仕様】

【専用アプリ 動作環境】

RE-100

型式 RE-200

電源 リチウムイオンポリマー充電池
周波数 426.025～426.1375MHz 特定小電力
チャンネル 20チャンネル
動作 受信LED・7セグLED・電子音・バイブレーション、受信音量2段切替有り、

約0℃でバイブレーション作動不可、圏外表示機能有り
電池残量確認 赤色LEDの点灯／点滅速度で表示
連続待受時間 約30時間（圏内時、フル充電時）
充電時間 約6～8時間
アンテナ 内蔵式

受信電波強度表示機能 有り

サイズ 51（W）×116（D）×19（H）mm

型式 RE-305（5台タイプ）

型式 RE-400

重量 約400ｇ
電源 100V DC6Vアダプタ

重量 約100ｇ（電池パック含む）

方式 接点充電、収納部セパレート式（掃除可能）
消費電力 約12W（ピーク時） 約24W（ピーク時）

サイズ 79（W）×165（D）×54（H）mm
RE-310（10台タイプ）

約550ｇ
79（W）×290（D）×54（H）mm

サイズ 170（W）×85（D）×40（H）mm

電源 100V DC6Vアダプタ
周波数 426.025～426.1375MHz 特定小電力
チャンネル 20チャンネル

到達距離 対送信機 約300m／対受信機 約100m
設定番機 同一チャンネルエリア 1～9番機
消費電力 約3W（ピーク時）

重量 約200ｇ
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お手入れ方法

故障かな？と思ったら

安全上のご注意

●汚れが気になる場合は、固く絞った柔らかい布でふいてください。

●汚れがひどい場合には、薄めた食器用中性洗剤を含ませた布でふいた後、固く絞った柔らかい布でよくふいてください。
　（特に冬場は静電気の影響でホコリが付きやすくなることがあります）

■ご使用の前に、「安全上のご注意」をよくお読みのうえ、正しくお使いください。
■ここで記した注意事項は、製品を安全に正しくお使いいただき、ご使用になる方や他の人々への危害、損害を未然に防止するためのものです。
■本製品はあくまで連絡用です。生命維持などの用途には使用しないでください。

この表示を無視して誤った取り扱いをすると、人体に多大な損傷を
負うおそれが想定される内容を示しています。

●お手入れの前には電源プラグを抜いてください（感電のおそれがあります）。
●コードや電源プラグが傷んだり、コンセントの差し込みがゆるかったりする時
　は使用しないでください（感電やショートして発火することがあります）。
●コードを傷つけたり、破損したり、加工したり、無理に曲げたり、ひっぱったり、
　ねじったり、たばねたりしないでください。また重いものを載せたり、挟み込ん
　だりしないでください（感電やショートして発火することがあります）。
●製品に水や洗剤をかけないでください。
●水のかかるところや、湿気の多い場所には設置しないでください（火災や感電
　のおそれがあります）。
●修理技術者以外の人は、分解をするほか、修理・改造は行わないでください　
　（火災や感電のおそれがあります）。
●コードを乱暴に扱わないでください。
●電源プラグの刃及び刃の取り付け面にホコリが付着している場合は、よく拭
　いてから使用してください（火災や感電のおそれがあります）。
●煙が出たり、変な臭いや音がしたりするときは使うのをやめ、電源プラグを抜
　いてください（火災や感電のおそれがあります）。
●内部に水や異物などが入った時や外装ケースが破損したときは、使うのをや
　め、電源プラグを抜いてください。
●濡れた手で、電源プラグの抜き差しは行わないでください（感電の原因とな
　ります）。

感電のおそれがありますのでお手入れの前には電源プラグを抜いてください。警告

火災や感電のおそれがありますので、製品や電源プラグ部に水や洗剤をかけないでください。警告

警告
この表示を無視して誤った取り扱いをすると、人が損傷を負うおそ
れ及び物的損害のみの発生が想定される内容を示しています。

●電源コードを抜くときは、コードを持たずに必ず先端の電源プラグを持って抜
　いてください（感電やショートして発火することがあります）。
●不安定な場所や火気の近くでは使用しないでください（変形・故障の原因と
　なります）。
●送信機を移動させるときは、アンテナを折りたたんでから移動させてくださ
い（アンテナが折れたり、アンテナの先でけがをしたりする原因となります）。
●長時間ご使用にならないときは、安全のため、電源プラグをコンセントから抜
　いてください（火災の原因となります）。
●雷が鳴り出したら、電源プラグに触れないでください（火災や感電のおそれが
　あります）。
●強い衝撃を与えたり、投げつけたりしないでください。
●通気孔をふさがないでください（火災や故障の原因となります）。
●磁気を帯びたものを近づけないでください（故障の原因となります）。

注意

ベンジン、シンナー、クレンザー、ナイロンたわしなどの使用は、プラスチックを傷めますのでやめてください。
（プラスチックが割れてケガをするおそれがあります）

注意

●PCアプリから送信コードを選択し、呼び出しをしても、受信機が受信しない。

▶PCに送信機がUSBで接続されているか確認してください。

●送信機で呼び出ししてもいないのに、受信機が作動する。

▶近くで同機種（リプライコール、リプライコールPCが）の同チャンネルの店舗があるかもしれません。
　 チャンネルの設定を変更してください。（P6・9参照）

安全に正しくお使いいただくために
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保証とアフターサービス

■保証書

保証書

品名 リプライコールPC

保証書は必ず「お買い上げ日・販売店名」等の記入をお確かめの上、販売店から受け取っていただき内容をよくお読みの後、大切に保管
してください。保証期間は、お買い上げから1年間です。

■修理を依頼される場合
P14「故障かな？と思ったら」にしたがってお確かめいただき、なお問題が解決しないときは、電源を切り、販売店にご連絡ください。

■保証期間中
修理の際は保証書をご提示ください。保証書の規定にしたがって販売店が修理させていただきます。

■保証期間が過ぎているとき
修理すれば使用できる場合には、ご希望により有料で修理させていただきます。販売店にご相談ください。

　本書は、本件商品「リプライコールPC」に対して、性能及び通常有すべき安全性を有することを保証するものです。但し、使用先での設置
状況や使用状況により生じた、性能及び安全性を阻害する場合は、その責任を負わないものとします。
　保証期間は、本件商品を出荷した日から1年間とし、品質上の瑕疵、欠陥があった場合は、代替交換若しくは無償で修理を行うものとしま
す。この場合は、輸送による方法としその送料は、メーカーの負担とします。
　次の事由による場合は、1年以内であっても保証の対象とはいたしません。
　１.災害又は事故による破損　２.盗難による喪失　３.故意又は不可抗力による破損・喪失
　保証期間が過ぎている場合は、希望により有料にて、可能な限り修理させていただきます。この場合は、ご購入された販売代理店に申し
出てください。
　本件商品の補修は、製造終了後3年とします。
　保証を受ける場合は、同封の保証書（コピー可）と、対象商品を送ってください。なお、保証書を紛失された場合は、対象にならない場合
があります。
※保証書のお客様の住所・氏名・電話番号の記入は、必須です。

■ご不明な点に関するご相談
お買い上げの販売店にお問い合わせください。

■補修用性能部品の最低供給年限
この製品の補修用性能部品の最低供給年限は製造終了後3年です。性能部品とは、その製品の機能を維持するために必要な部品です。

無料修理保証期間

販売店名

お客様

住所　〒

TEL

氏名

1年 出荷日 年　　　月　　　日

様

印
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